
個々の学生・教職員の責任にせず、組織として実現させる仕組みを構築

授業改革（授業形態のＡＬ化）

全学共通科目における本学ＡＬの推進

①予習復習の課題化の徹底
②学生が考え調べたことを口頭発表
する学びの徹底

指標によるＡＬ態度の把握

「光華アクティブラーニングアセスメント」

学習姿勢を4水準で評価
情報提供

③学生自身のＡＬ ④他者のＡＬ化

情報提供

授業外学修改革

多様な学習ニーズに応える環境整備、
専任スタッフの個別学習サポート体制

①教員主導のＡＬ ②教員と協同のＡＬ

学修成果の可視化

■学習ステーション ■学科コモンズ

■情報教育センター ■図書館

①セルフチェックシート
授業・授業外の予習・復習等を学生が自己評価

②ルーブリック
授業の目標と評価基準の達成度を明確化

領域 A 領域 D

領域 B 領域 C
学習支援会議

アクティブ・ラーナーの育成体制

• 4つの領域の取組


